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　　　An　on－line　information　retrieval　system　for　medical　information　which　has　been　developed

by　the　authors　is　described　in　detail．　Since　CAI　（Computer　Aided　lnstruction）　is　a　built－in

function　of　this　system，　users　may　Use　it　on　the　man－machine　interaction　basis　and　are　not

required　to　take　training　in　advance　to　use　it．

　　　First　of　all，　the　authors　mention　the　types　of　on－line　interactive　information　retrieval

systems　generally，　and　then　the　software　structures，　data－base　files，　and　the　basic　operation

procedures　of　this　system．

　　　Further，　they　show　the　flow　of　operations　and　displays　of　the　search　steps　or　results　in

terms　of　all　data－base　files　of　the　system．

　　　Finally，　they　describe　the　result　of　the　examination　for　observing　how　sample　users　react

to　the　system　and　conclude　that　it　has　received　wide　approval　from　the　users　irrespective　of

problems．
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1．はじめに

　情報検索において重視される適合性（relevance）とか

探索戦略（searching　strategy）の問題は，オンライン・

リアルタイムによって可能とされる試行錯誤的な手法に

より，かなりの部分が解決されると考えられる。その為，

Lockheed社のDIALOG，　IBM社のSTAIRS，東芝の

IDEAS／1，富士通のIROSS，日本情報処理開発協会の

JOLDORといったオンライン文献検索システムが開発

され，SDC社のORBITを基本とする米国のMED：LINE

は400以上のユーザ・一により実用に供せられている。

　一般にデータベースというあいまいな言葉で表現する

概念には，データベース言語をも含めている場合がある。

前述したシステムもすべて，データファイルを試行錯誤

的に閲覧したり，きめ細かい探索戦略を計画してから検

索を進める際，コマンドと呼ぶ一種の言語系の介在を必

要とするタイプである。

　近年の飛躍的なコンピュータ普及に伴なって，端末装

置を操作する人の範囲は拡大し，情報検索の技術は文献

検索以外の情報処理にも必要とされるようになった。こ

こにおいて，利用者の予備知識をあまり必要とせず，シ

ステムからの逐次指示に基づいて，論理演算を含めての

文献検索ができるシステム（以下システム・リード型情報

検索システムと仮称する）の設計・開発が意義のあるも

のとなった。

II．オンライン検索システム

A．コマンド型システム

　情報検索システムでは一般的に，①開始終了系，②準

備系，③回答と編集系，④計算系，⑤検索系，⑥補助系，

⑦マクロ定義系，，といったコマンドあるいはコマンド群

を有し，利用者が，利用者の設定する探索戦略に従って

これらのコマンド及び必要なオペランドを組合せ，定め

られた手続，手順で検索を進める。しかしこの場合，か

なり汎用性を考慮していることが多く，以下のような欠

点が挙げられる。

　（1）単純な対話の積み重ねで複雑な検索をしょうとす

　　るため，きめ細かい試行錯誤が可能な反面，対話方

　　法に自由度があり過ぎて混乱しがちである。

　（2）言語形式で対話の手続きをしなければならないの

　　で文法に従う必要があり，利用者は事前に文法を知

　　っていることが必要となる。

　（3）コマンド言語が疑似英語（ごくまれにカタカナも

　　ある）であることが多く，特にタイプライターに不

　　慣れな日本人は，キーインに苦労する。

　（4）コマンドそれぞれが機能と対応している事が多

　　く，定常的な手続きを毎回記述する，という冗長さ

　　がある。

　（5）システムが利用者をリードし，ステヅプ・バイ・

　　ステップに指導してゆくCAI的機能が無い。

　つまりこの種のコマンド型システムは，利用者の対話

技術，経験に大幅に依存するユーザー・リード型と考え

られる。

　B．システム・リード型システム

　システム・リード型で情報検索を進める前提として，

画面単位に素早く情報が変わり，騒音が無く，しかも人
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間の感覚にアピールできる条件を持つCRT端末装置が

ある。CRT端末では先行画面の情報は消去されること

が原則であり，以下の点をシステム設計で配慮しなくて

はならない。

　（1）画面単位の質疑応答

　（2）前画面に戻るといった，出力のコントロール

　（3）応答過程の記録・再生

　（4）対話の導出

　システム・リード型システムの前提は，CRT装置を中

心にその特色を有効に活用することとなる。

　C・システム・リード型システムの基本機能

CRT装置による，より効果的な対話を目標とするこの

システムは，次の様な：基本機能を装備する。

　（1）画面単位の質疑応答：前後関係に依存した対話が

　　あっても，直前の画面で何をやったかモニターしな

　　がら対話が進められる。

　（2）先行方向の導出：次にどのオペレーションをする

　　といかなる対話ができるかを指導する。

　（3）メニューの選択：コマンドの種類，ファイルの種

　　類，検索項目の種類，キーワード・リスト等の一連

　　のパラメーターのメニ＝。　一を画面に表示し，選択で

　　きるようにする。

（4）オペレーションの容易性：キーボードより入力す

　　る利用者の情報は，パラメーター・メニューに付与

　　される場合を原則とし，最小限のキーイン操作とす

　　る，，

III．システムの概要

　A・ソフトウェア構成

　このシステムは，ACOS－6オペレーテ．fング・システ

ムの下で稼動するIDEASエグービクティブを中心に，5

種類の医療データベース・ファイルに対応した検索プロ

グラムの他，例題表示プログラム，シソーラスの説明プ

ログラムといった補助的プログラム，汎用ソフトウェア

IDEAS／1やDOCTORから構成されている。

1．検索プログラム

　システムの中心となるプログラムで，利用者は画面を

見て，画面の質問に答えるだけで，医学文献・医薬品・

剖検例・症例・医療関連統計の5種類の情報検索が容易

に行なえるシステム・リード型のソフ1・ウェアである。

また，検索効果を高める為には，シソーラスを利用するこ

ともでき，また，対話の流れの逆方向に進む機能，すなわ

ち，・一’画面戻すステップ・バック機能を組み込んであり，

同一処理の連続使用，誤動作の回復等が簡単に行なえる。

2．例題表示プログラム

　　このプログラムは前項の検索プログラムでの対話を例

示する為のもので，利用者は，参考にしたいデータベー

ス・ファイルの番号選択のみを行ない，その後は，単に

RETURNキーを押すだけで画面は自動的に進行し，対

話の実例を見ることができる。このプログラムを使用す

ると検索の手順が利用者によく理解出来，検索プログラ

ムを用いた本格的な検索が容易になる。

3．　シソーラスの説明プログラム

　このプログラムはデータベースの主題内容を表現する

為のシソーラスを通覧し，キーワードの意味的関連や主

題構造の学習をすることを目的としている。これにより

シソーラスの関連子についても理解できる。このプログ

ラムを選択した場合，利用者は単にRETURNキーウ

押すだけで画面が進行してゆく。

4．　IDEAS／1

　既存のコマンド言語タイプの汎用データベース検索シ

ステムで，これにより，同じデータを2種類の方法，シ

ステム・リード型と利用者が自分の意志で行うコマンド

型との情報検索を比べてみることが可能とある。

5．　DOCTOR

　前項で述べたIDEAS／1を汎用のディスプレイ向きの

システム・リード型にしたソフトウェアで，今回のシス

テム設計の過程で試作したものであり，内容その他につ

いては，参考文献2）に詳しく紹介されている。

　B．データベース・ファイルの構成

1．　コード・シソーラス・ファイル

　5種類のファイルを検索する為の4種類のコード・シ

ソーラスである。このうち拡張MeSHはNLMのMe
SHを磁気テープで入手し，このソフトウェアの為に必

要な変換処理を行ない，さらに副作用用語を追加したも

ので，医学文献と医薬品の検索に利用する。SNOPは剖

検例の病理学的検索に使用する為のコード・ファイルで，

SNOPそのもののコードが入っており，部位と形態コー・

ドの組合せによる病名，または病因コード，作用コード

の3通りの検索を可能とするものである。症例用マイク

P・シソーラスは，今回のデータベース・ファイルの検

索にのみ使うことを目的として作成したマイクロ・シソ

ーラスで，症例毎に付与した索引語を集め，同義語のコ

ント降一ルにより整理した上，それぞれの言葉同志の関

連付けをする，という方法で作成したものである。統計

用マイクロ・シソーラスも症例用と類似の手法で，120表
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の医療関連統計表を検索する為だけを目的として作成し

た。最初に，統計表中の表罫・表側の言葉を集め，英訳

し，同義語の使用制限をした後，それぞれの言葉同志の

関連付けをした。

2．医学文献ファイル

　MEDLARSのサンプル・テープを購入し，その一部を

抜粋して作成したファイルで，文献番号，標題，言語，

掲載誌名，ページ，発行年月日，著者名，索引語が項目

としてとられている。標題や著者名・索引語のフィール

ドは長さを制限し，著者の人数・索引語の数も限定し

た。これはソフトウェアの制限に起因するものである。

デ～タ構造は第1図の様になっていて，エントリー項目

である著者名と索引語から検索が可能である。

　検索ソフトウェアの都合で，サブ・ヘッディングは検

索に使用せず，また索引語からの検索もTREEコードと

は無関係に行われる。

医学文献レコー　ド

エントリ ／ ／：－
索州

SUB」ECT
CIT。NO TITLE

LAml。URN。通。測， Y副AUTH。R SUI3」ECT
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barcinOma， Eng
2KREB 78，．

R17－

@25

29
｢　72

D）ld　U
Carcinoma，

aronchogeniG

Schnejder　V HUman

医学文献レコ＿ド
Krause　　F

工ymphatic
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三％／ 三7フ
　Lu119

meOP】asm5
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『…00001791
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SAFR
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47，
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Danziger　J Aduh

Bloch　S
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Case　Report
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著者名
AUTHOR
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一

L垣
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1
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Trigeminal
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第1図　医学文献ファイルのデータ構造

3．　医薬品ファイル

　このファイルは，医師・薬剤師をはじめ医療従事者が

診療などに必要な医薬品についての情報である商品名・

一般名・化学名・会社名・価格・適応症・副作用その他

（第1表）を蓄積している。

　情報源は日本医師会の医薬品カードで，カードに記：載

されている項目のうち必要度の高い項目，記載状況が安

定した項目を選んでデータを入力した。

　省略名は日本医師会で作成しているもので，会社名略

称は今回臨時のものだが十分識別できるものである。形

状については日本病院薬剤師会編「錠剤鑑別事典

TABLETS　INDEX」をもとに，平面形，側面形，割線

のコードを入力し，出力の為には，対応する英文略名を

準備した。色・味・臭味も同様，錠剤鑑別事典に準拠し

てコード化をした。また，保存条件もそれぞれ臨時のコ

hにより入力した。

　適応症は，医薬品カードでとりあげられている病名を

MeSHで索引し，副作用はWHOの副作用用語Adverse
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第ユ表医薬品ブァイルのデータ項目

「　　1／ペル
項目名
i略　称） 正式名称 意　　味 フォー

}ット
エン
gリ

カナ

01
1

DRUG Drug　IIIformation 医薬品情報レコード

／02 NAMES Drug　Name 医薬品名

／03 BRAND1 Brand　Name（KANA） 商品名（カナ） A30 ○ ○
　
03 BRAND2 Brand　Name　（English） 商品名（英語） A40
03 GENRC　1 Geheric　Name（KANA） 一般名（カナ） A30 ○ ○

一

03 GENRC2 Generi　Namc（English） 一般名（英語） A40

03 CAS－NO CAS－Rcglstry　NO 登録番号 A10
03 ABBREV Abbreviation 略称 A20 ○

03 CHEMCL Chemical　Name 化学名 A180
03 MA．NUF1 L｛anufacture　Code 会社コード 超

03 MANUF2 　　　　■lanufacture　Name 会社名 A20
02 PREPA．R Preparation　and　Price 調合と価格 ／03 PA，CKGE package　and　price 包装と価格 A40
03 PI、ANE Plane　Flgure 平面形 A10 ○

03 SIDE side　Figure 側面形コード A2
03 ：LINE Line　Type 割線コード A1

03 COLOR Color 色コード A3 ○

03 TASTE Taste 味 A15 ○ ○

03 SMEI．1、 Sme11 にお・い A20 ○ ○

03 TEMP Temperature 温度
一〒一

`10
03 LIGHT Light 遮光 A23

03
　　　　　　1　　　　　　　　　　匿

bONTNRiContalner 容器 A13

03 STORE∵St・・ag・ 貯蔵 A15
031 TABLET蔽tF・・m 錠剤型 A21 ○

03 PERIO可P・・i・d 期限 A20
03　DOSE　　I　Adrnlnistlation　Meth（dald　D（娼e　i貯蔵法と量 A80

02 EFFECT Effects 1効用

／03 ACTION 　　　　　　・crug　Actlon 作用 A36 ○

03 DISESE Disease　of　Adaptation 適応症 A36x
@　16

○

02 ADVERS Adverse－Re＝1ction 副作用 ／／
03 REACTN Adverse　Reaction 副作用

A3〔）x

@　16 ○

02 INTACT Drug　IIlteraction 相互作用 1
　

03 WARNNG Warningとmd　Precautions 注意
A60x
@　　5

1

03 INTRCT Interaction 1相互作用
A50×
@　　8

一一　■

02 REFER
fζeferellces　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓1ア月 　　／

^03 ARTICL Article 文献 A72x
@　　5

C｝2 DRECNO Drug　ROCf）rd　NO 医薬品名 A5
TITI．E　　　　　　L R・f・・e－Title　　　Iタイトル A36 10
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医薬品データベー・・一一スファイル

DRUG

NAN［　IES

医薬品名グループ

PREP　AR
調合と価格グループ

BR．yND　I，2　GE　I　RC　I，2　CA　S－1’ro　ABBRb）V　CI　IblA　KI）L　tw6LiNK　JFI，2

　商品名　一般名　登録名　略称　 化学名　会社名

（忙）●は：エントリ項目

第2図　　医薬品フ

PL　AINTE　COLOR　T　A　STE　SXIII，1．1，

平面形　　色コード　　味　　　におい

EFFCT
効用グループ

eeee　O
丁配BL丑了T　　　cONTNR

錠剤型　　　容器

　　　ACTIO，N　DISESE　A．DVE；RL9
　　　　作用　　　適応症　　　　副作用

アイルのデータ構造

e）e）　O

IiN　T，Xer　“J．｝“／lNrXTG

相互作用　　注意

Reaction　Terminologyによって索引し，その用語は拡

張MeSHに入れてある。第2図に医薬品ファイルのデ

ータ構造を示す。

4．　音IJ検例ファイル

　日本病理学会の日本病理剖検輯報を情報源とし，第2

表の項目についてのデータを合計し，270件程入力した。

臨床診断・主病変・副病変・死因・転移の情報はすべて

SNOPによってコード化，入力され，剖検診断名もその

まま入力し，検索可能とした。データ構造は第3図の通

りである。

5．症例ファイル

　自律神経失調症についての症例を載せている論文20件

を見つけ出し，個々の症例毎にフリーのキーワードで索

引・入力し，その後で用語の統一とシソーラスの編成を

行なった。

　データ項目は第3表，データ構造は第4図の通りであ

る。

6．医療関連統計ファイル

　医療に関連のある統計書700冊の中から推計20，000表

の統計表をリストし，①人口，②人口動態，③患者，④

医療従事者，⑤医師，⑥医療施設，⑦医薬品・医療器械，

⑧社会保障，⑨健康保険，の9つのカテゴリーに分類し

た．L，以下の基準に従って選択された約60表（延150表）

を検索の対象データと決めた。

　（1）カテゴリーの特性の代表となるような統計（例，資

　　格別医療従事者数）

　（2）各カテゴリーについて地域の比較が表われるよう

　　な統計（例，都道府県別医師数）

　（3）時間的推移が表われるような統計（例，医師数の年

　　次推移）

　（4）世界各国の比較が可能となる統計（例，各国医師

　　数）

　（5）各カテゴリーの中で，その統計の存在があまり知

　　られていず，興味あると思われる統計（例，民間医療
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第2表 剖検例ファイルのデータ項目

一　　レ’ベノレ

c
頂目名（略称） 正　式　名　称　と　意　味 フォーマット エントリ Fけ

b

一一

Z1 A：UTPSY Autopsy　Record（SNOP）　　　　　　　剖検レコード
　

02 A｛π一NO Autopsy　Record　Number　　　　　レコード番号 A6
一

02 CI．一DX CIinical　Dlagnosis　　　　　　臨床診断
一

03 CI、一DX1 Clinical　Dlagnosis（Disease1）SNOP〃（疾患1） A8×3 ○
一．

03 CI、一DX2 Clinical　Diagnosis（Disease2）8NOP〃（疾患2） A8×3 ○
一一

03 ．CI、一DXE Clhlical　Diagnosis（1】tiology）SNOP〃（病因） A4x3 ○
一

03 CL－DXF Clinical　DiagnosisCFunction）SN（）P〃　（作用） A4x3 ○

02 A－DX－M Autopsy　Diagnosls－Maln　　　剖検診断（主病変）
司 03 A－DXM　1 Autopsy　Diagnosis－Main一（DiseaseDSNOP〃（疾患1） A8x4 ○

03 A。D）α俊 Autopsy　Diagnosis－Main一（Disease2）SNOP〃（疾患2） A8×4 ○

03 A－DXME A．utopsy　DLagnosis－Main（Etiology）SNOP〃（ザ丙因） A4＞く4 ○

03 A－DXMF A．ut．opsy　Dlagnosis－Main一（：Function）SNOP〃（イ乍用） A4×4 ○

02 AU－DX Autopsy　Diagnosis　　　　　　　剖検診断（副病変）

03 AU－DX　1 Autopsy　Dlagnosis（Disease1）SNOP　〃（疾患1） A8×10 ○

03 AU－DX2 Autopsy　Dlagnosis（Disease2）SNOP　〃（疾患2） A8×10 ○
一

03 AU－DXE Autopsy　Diagnosis（Etiologg）SNOP　〃（病因） A4×10 ○

03 AU－DXF Autopsy　Diagnosis（Functio11）S：NOP　〃（作用） A4×10 ○

02 A－DX二D Aut・P・y　Di・gn・・i・（Ca・・e・f　Death）剖検診断（死因）／

03 A－DXD　1 Cause　of　Death（Disease1）SNOP　　　〃（疾患1） A8×4 ○

03 A－DXD2 Cause　of　Death（Disease2）SNOP　　　〃（疾患2） A8×4 ○

03 A－DXDE Cause　of　Death（EtioIogy）SNOP　　　　〃（病因） A4×4 ○

03 A－DNDF Cause　of　Death（：Function）S：NOP　　　　〃（作用） A4×4 ○

02 METAST AutoPsy　Diagnosis（Me．tastasis）　剖検診断（転位）

03 MfSTSS Autopsy　Diagnosis（Metastasis）SNOP　　〃 A4x10 ○

02 TREAT Treatment　and　Others　　　　処置その他

03 TRTMNT Treatment・　　　　　　　　　　処置 A36×5 ○

02 Pf－ID patients　Identification　　　患者の識別

03 SE［〉（ patients　Sex　　　　　　　　　患者の性別 A6 ○

03 A（E Patients　Age　　　　　　　　　〃　年令 A10 ○

03 ADDR　ES ▼paticnts　Address　　　　　　　〃　住所 A5

03 ㏄CσP patients　Occupation　　　　　　　　　〃　　　．職業 A20

02 AU－DXT Autopsy　Diagllosis－Terms一　剖検診断（ことば） 一／
03 TEflM－T Autopsy　D三agnosis－Terms一（Topography）〃（部位） A36×25　0

5

03 TE］訟1－M Aut．opsy　Diagnosis－Terms一（Morphology）〃（形態） A36x150
02 DEpT Clinical　Departr㎎nt　　　　　科学 A20

02 HOSPTI． HOSpltal　Name　　　　　　　　　　　病院名 A20
e　
O2

V

TITLE Referellce　Title　　　　　　　　　　タイ　1・ル A60

02 Sτ込URY Summavr　　　　　　　　　　　　　　　レポート A74
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剖検

臨床診断

剖検診断（主病変）

剖検診断（副病変）

剖検診断（死因）

DISEAigE　1　SNOP

DI，9　EASE　2　SNOP

rtmht　nn　sNop

FUNcrION　ST　OP

剖検診断（転位）

処　　置

患者の識別

剖検診断（コトパ）

第3図　剖検ファイルのデータ構造

　　従事者職種別給与額）

　選択された統計表は，言葉をすべて英訳しディスプレ

イの画面上にデザインされた上で入力し，表自体が検索

結果として表示されることとした。デ・・一一・・タ項目は統計表

番号，統計表のグループ名，索引語，統計表名，統計表

であり，データ構成は第5図の通りで，索引語によって

画面にわたる統計表が検索・表示される。

　C．検索システムのプログラム

1．画面の構成

　各画面は，症例・統計の検索結果表示画面を除いて，

すべて同一のパターンを採用しており，次の様な5種類

のスクリーンがある。

a．ステヅプ・スクリーン

　現在行なっている対話の過程を示すもので最高5ステ

ップまで表示し，画面上での位置は上から5行目まで。

ステップ1では選択した検索プログラムの種類を，ステ

ップ2では検索対象のファイル名を表示し，ステップ3

～5では，エントリー項目やキーワード，出力項目等，

対象とするファイルによって異なった情報を表示する。

b．モニター・ライン

　ステップの次のラインの点線の行で，直前の画面で入

力した情報を表示すると共に，続き画面がある時は“CO－

NTINUED”というメッセージが表示される。

c．検索条件

　論理積の検索をした場合，そのキーワードを検索条件

として，モニター・ラインの下方に表示する。

d．応答スクリーン

　検索結果とか，次に選択すべきデータ等は，モニター・

ラインの下方，検索条件の次に表示される。

e．オペレーション・スクリーン

　画面の下方には，各画面共通のキーインに関する説明

とキーインの位置が示されており，またキーインした内

容もモニターできる。

　これらを実際の画面例（第6図）に示してみる。

　（1）ステップ・スクリーンは，プログラムとしてシス

　　テム・リ・一ド型プログラムを，検索対象のファイル

　　として医学文献ファイルを，検索項目として索引語

　　を，使う索引語として“RATS”等をそれぞれ選択

　　してきた事を示している。

　（2）モニター・ラインでは，現在画面に，検索された

　　レコードを出力していることを表示している。

（3）検索条件は2個のキーーワード，“RATS”と“NE一
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第3表　　症例ファイルのデータ項目

レρベル 項目名（略称） 正　式　名　称　と　意　味 フォーマット エントリ 妙

01 CASE Case　　　　　　　　　　　　　　症例レコード
　　，／

02 CへSENO Case　Number　　　　　　　　　　レコード番号 A4

02 SICiN Signs　and　Sympt㎝s　　　　症状と徴候
03 NEUL Neurological　　　　　　　　　神経学的症状 A36×20 ○

03 CIRC Circu亙atory　and　Respilatory循環器と呼吸器 A36×6 ○

03 GA8TRO Gastrointestina1　　　　　　胃腸 A36K7 ○

03 GENITO Genitourinary　　　　　　　　尿 A36×5 ○

03 EXOCRN Exocrine　and　Endocrine　　　外・内分泌 A36x5 ○

03 SKI　N Skin　　　　　　　　　　　　　　皮膚 A36x9 ○

03 INHERT 1曲eritance　and　Growth　　　遺伝と成長 A36x3 ○

02 LAB Laboratory：Findings　　　　　ネ金：査室所見 A36×26 ○

02 TREAT Treatment　　　　　　　　　　　治療 A36×10 ○

02 PATHFD Pathological　Findings　　　病理所見
03 田OPOGR Topographic　Description　　部位 A36x5 ○

03 PATH Pathological　Changes　　　　病理学的変化 A36×5 ○

02 SUBST Refered　Substances　　　　　物質名 A36x26 OI
02 PT－ID Refered　Patients　Identification　患者の識別 ／／
03 PT一．AGE Refered　Patients　Age　　　　患者の年令 A20 ○

03 PT－SEX Refered　patients　Sex　　　　患者の性別 A20 ○

03 DIAqN Refered　patients　Dlagnosls　患者の診断名　　　， A36×2 ○

02 HOS：PID Ilospital　Identification　　　病院の識別 一／
03 HOSP Hospital　N巨me　　　　　　　　　病院名 A36×2 ○

03 HOSPAD Hospital　Address　　　　　　　病院所在地 A36×2 ○

03 DEPT Department　orDivision　　　診療科 ．A36×2 ○

02 AUI｝K）R Authors　Nmle　　　　　　　　　　著者名 A36x4 ○

02 REFT　I　T Reference　Title　　　　　　　　　　　タイ　トル A60×4

02 SUM㌧1RY Summary　Image　　　　　　　　　　レポート A74x26　　　　L

　　OPLASMS”を指定し，“RATS”と，“NEOPLAS－

　　MS’！の関連語群の論理積であったことが表示され

　　ている。

　（4）応答スクリーンには検索結果のレコードが順に表

　　示されてくる。1件目のレコードは，索引語として

　　“RATS”と，“NEOPLASMS／／の関連語としての

　　“NEOPLASMS，　EXPERIMENTAL”が付与され

　　ている。

　（5）オペレーション・スクリーンの点線上に“CONTI－

　　NUEING；07”と表示されている場合は，検索結果

　　がまだ続いていることを示しており，画面例では

　　次の画面を見るために，“07”をキーインしている。

2．基本的なオペレーショ・ン

　このシステムの基本的オペレーションは，画面に質問

と同時に表示される解答の選択肢番号のみをキーイン

し，キーイン終了のファンクション・キー（RETURN）を

たたく，ということである。原則的には，このオペレー

ションの繰り返しによって，シソーラスを使った情報検

索が誰にでも容易にできる。唯一の例外的オペレーショ

ンとして検索に使うキーワードの入力がある。この場

合，利用者はキー・ワードの頭の文字を任意の文字数だけ

キーインし，ファンクション・キt一一一・・をたたく。

　例えば，第7図はプログラムの選択画面で“12”をキー

イン，RETURNキーをたたくと，第8図の様な画面が

現われ，ファイルの選択を要求される。第9図はファイ

ルとして“14”の症例ファイルを選択した場合の検索項目

選択画面で，検索対象ファイルと検索項目を決めると，

次に検索に使うキーワードを指定するステップに入る。
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第1エントリ

第2エントリ

険査
室所見

循環器と

呼吸器

用語リスト シソーラス参照

症例

治療

徴候

病理
所見

　　　　　　　　　　　DIZZ］NEss

　　7．li，，P｝g－i）　／／VI　suAL　DI，9［［r（J］REthNCE

　　　　　　　　　　　SELNTS　ORY　D　I，9rli（JRB．ANCE
神経“9・

簑＼ぐ郷膿臨
　　　　　　　　　×
　　　　　　　　　　DEEP　TENI］DN　REFIE．X
　懸 15CI）RA－PYRA）vf　I　DAJ，　’liRAcr　D　I　S　ORDERS

　BAB　I　NSK　rS　S　I　GN

　BAB　I　NSKrS　RE　SPONSE－

　PAILINxx　lENTIi　AJ）　REF［LEX

×　PLANTAJ）　RE，gpoN，glE

　　　　　　I
　　　　　　l
　　　　　　l

膚

物質名

患者の
　識別

病院の
　識別

遣ミと
1成長1 報告書参照

症　例　報　告　書

著者名

第4図　症例ファイルのデータ構造

　キーワードの選択は第10図の様な画面で始まり，“NE－

OPLASM／／をキーインし（第11図），“RETURN”をたた

くと第12図の様に，“NEOPLASM”と語幹のマッチす

る索引語のアルファベティカル・リストが，各々の件数

と共に表示される。ここで1回忌キーワードを選択し，

その番号を入力することによりキーワード選択のステッ

プは完了する。

　キーワードのキーインは1文字以上37文字まで許され

ており，．利用者が任意の文字数で打切ることにより，語

幹マッチングを行なうことができる。また，医薬品ファ

イルについてはカタカナを使用する為，頭の1文字を画

面上から選択してその選択肢番号を入力する方法になっ

ている。

　あらゆる段階で，／＜OO”を入力すると1番最初の画面に

戻れ，“01”から“05”までを入力する事により，それぞ

れのステップに戻って選択をやり直すことができるし，

“06”によって直前の画面へ戻れる様になっている。こ

こで言う“ステップ”とは，第13図の“STEP／／の事で，

この場合，“02”を入力すると第8図に戻り，ファイルの

選択からやり直すことにな：る。

3．　シソーラスの機能

　前出の第12図に於いて“11”を選択したとすると，シ

ステムは第14図の様な画面を表示する。この図で“11／／

を選択すると“NEOPLASM　METASTASIS／／で検索を

し，13件の結果が得られるはずである。“12”を選択する

と，キーワードを選択する画面にと変り，もう1つのキ
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表　種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　題

POP（，ff，ATION

VITAL　STATISTICS

PATI照TS

．N・llllD　I　C．AL　PERS　Or，xjTNELS

P！｛YSICIANS

　　　’

　　　t

　　　t

　　　1
　　　1

　　　1

　　　1
　　　t

　　　l
　　　l
　　　l

STATISTICS，　YEAR

ST　iC，ISTI　CS　，

No．14　1976

STAT

／

PO：PULATION，．　INCREASE　RA．TE，　DENSITY；／YEA．R

＼ POPUI、ATION，　SEX／5　YEARS　AGE　GROUP

POPI工LATICN，　INCREAgE　RへTE，　DENSITY；’／PRE：FECTURE

POPI　J：LATION
cα、炉OsITI㎝EsTI漁Es；3AG壱（皿（班・s　1

POPUI．ATIQN　C（込｛POS　ITION；3　AGE　GRαJPS／SEI．ECTED．COUNTRIES

ヨコ

TED　OOUNTRIES

YEAR　　　　　PO　PULAT　ION一一一一DEN　g　I　TY

T”9（1920）　　　　　55ρ63　一一一一一一一　　146．6

T14（1925　）　　　　59，737　一一一一一一一一156．5
1

表

S48（1973） 10　a710　一一一一一一一　29　1．9

SOI　JRCE　：　J　APAN　SrliAT　I　ST　I　CAJL，　一一一一一一一一一一

第5図 医療関連統計ファイルのデータ構造
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　　　　　譲幽・黙農：三献　　　　　　　l
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　　　　　　　　　　e，CiTTGEP　t・1
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　　　　　　　　　　CELL　NIJCLELI・i
　　　　　　　　　　DEHS’ITCIMETFt’t’
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　　　　　　　　　　隔，H。，、［1Rr、，しIUER　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　Litc’：i’S［h’；［”・1’IL”E；V，pEpl’iFii！tgsiL　1

一．一一e一」2！エ＝璽L鎚1三≡三L＿＿．＿＿噸、TI＿，、，7＿一

　　PしEkSE｝くEY－rN　A21つUE肖し」ド1Bf：P．（1t一　）OP　L．E．i．TTERS　；　　（S「言P　B」配K・S1一　，　　　　　I

　　FRRtrtE　BRCK・臼6，　EN［J：？’、）　　　　｝くE∵　1卜｛　？e7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

YeUR　CHOrCE7，
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　　　14　　CONUEP．SAT1ON　貝工TH　置100CTORoσ
　　　15　　SAMPLE　工LLUSTRATION

第6図画面の実例

第7図　プログラムの選択

rY－tUR　CHOICE？

　　　　　11　MEDICRL　L！TERATURE
　　　　　12　ORUG　INFePMATION
　　　　　13　AUTOPSY　RECORD
　　　　　t4　CASE　REPORT
　　　　　t5　MEDICRL　STATISTICS　〈TABLE）

第8’図　ファイルの選択
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youR　cHorcE？

　　11　SrGNS　＆　SYMPTeMS
　　12　LABGRATORY　Flts’DINGS
　　13　　TRER丁岡ENT
　　14　PRTHOL（）GIC，A一・，L　FrNDIMr．S
　　15　REFEi”〈’：．D　SUBSTANCE
　　16　REFEREO　PAT1：一NT’S　rD
　　17　　HOSPITAL　IDεNT工FICRTION
　　18　AUTHOR　t　S　NAtvlE

第9図　検索項目の選択（症例ファイル）

PLERSE　KEY－IN　RNY　ONE　TERttl　OR　A　SET　OF　LETTERS

　AND　THEN　PUSH　NRETUre．N”　KL’Y！

（E，Y）　LIHEN　YOU　tAIANT　TO　KtNrJtttl　AE　OUT　H　fi．．OblPUTERS　IN　blEDICIi－fiE”

　　　　PLEF？SE　KEY一一1N！　（S－E．．IHINO　”？”　）

　　　　　KEY－lfi’，rCOMPUT

第10図　キーワードのキーイン

PLε∵‘・！こY。rH　R20くis“し罷三：尺くしΣ一）Cぐ；．．

Fjミ角i㌧呂泌（：a6’　εtSiコ；6e）　　　　K三Y　：H　？ト拒OP」H，こ，酋
Jl…i？S　！　（51’己ρ請こく・己：

第11図　キーインされたキーワード

Il’1

　S∵ξコPC二：解～G，W淵’　　ひrαそ胎TIOト｛罫～三TR：三UAし
　S∵・三P巳2：F：L一：　　　　｝：三⊃：CAししΣTE：RRTUR三
　S’∴二F　J・1．　＝＝’！　t∵　　　　　SUBJECT

　STSo　e4：　KdlYNORB
　　にドおニ

第13図　ステヅプ・スクリーンの実例

STεP　61＝　PROGRAM　　　　！NFoprrρT：OH　REτFiIEリAL

STEP　B2：　FILE　MEOICAL　L：TERATURE
STEP　e3－　EHTRY　SUeJECT
STE’P　e4：　KEYNORO　NEOPLASM．METASTAS！S
S正P95・
一一・一一一一一一一一一一 gEOPLASM　METASTASIS

　　　SUBJECT　1・　NEOPLASM　門E：TRS丁RSrS

　　　YOUR　HEXT　STEP7

　　　　1：　SEPPCH　BY　THE　AeOt　iE　TEPMS
　　　　12　　CO門BINE　MITH　ANOTHER　丁EPM
　　　　13　USE　THESAURUS　FrLE

13

PLERSE　P：EY－IN　AeOUE　NUMEER　（11一　）　OR－LETTER＄　i　（STEP　BACK：et一　，

FRAME　BAcK：e6，　END・ee）　KEy　rN　？13

第14図　機能選択の画面

STEF，9！：PROC－R創H　　　工卜｛F’or：）諭1’：0劇R［．‘itii～！F’U糺

STEP　e2t　FILf：］　MSn：CP3－L：TERATURE
STEP　93＝　EKI　RY　　　　　SUBJ三C丁

STEP　e4：　KEYVORD
SIEF＋　e5・

一一一一一一一一一一一一¥IEOPしASM

　　　YOUP　CHO！CE？

　　　　11　　NEOPLASM　卜佗TRSTAS！S
　　　　12　NEOPLASiM　FROTEIHS
　　　　13　NEOPLASM　PECU，？REHCE，　LOCRL
　　　　14　NEOPLASM　RESRESSrON，　SPOHTANEOUS
　　　　15　　NEOPLs）EM　TRRN麟⊃LRNTR丁10N
　　　　16　NEOPLASriS
　　　　t7　HEOPLASMS，　EXPERrMEHTRL
　　　　IB　NEOPLASN＄，　MULTrPLE　PR：MARY

1

1言

？

1窪

1塁

PU蝦KEY－IH　i“BCN，燈ll覧3耗3εR（11囎　）0藁～UEr㎜　l
F繭飼旺1）L’tCIく二e5，　eの，c臼）　　　1（EV　IH？11

（SY！ヨP　8肉CK曹Oi－　」

第12図　キーワードの選択リスト

STEP　et：　PROGRRM　INFORMATIOH　RETRrEURL
STEP　e2・　FILE　MEDICAL　LITERATURE
STEP　O：3・　ENTF～Y　　　　　　SU3JEC丁

STEP　e4・　KEYNORD　　　　NEOPしASM　MET∩STASIS
STEP　e5：
一一一一・E一一一一一一一一一・一一 tSE　THESAURUS　FrLE

　　　SUBJECT　1・　NEOPLRSM　META＄TASrS

　TARGET　TERM：　NEOPLASM　METASTRSIS

　USED　FOR：　t　l　　METASTAS：S
　BPOADER　TEP門・　　　　12　　財EOPL倉Sh1＄

　HARRONER　TERM：　13　LYMPHATrC　METASTASIS

　　　　　　　91　SEARCH　BY　THE　TARGET　TERM
　　　　　　　92　SEARCH　NrTH　BROAOER　TERMS
　　　　　　　93　　SEARCH　回工TH　N臼RPO目ER　TERMS
　　　　　　　94　SEARCH　“ITH　SYNOI　YMS
　　　　　　　95　SERRCH　NITH　RELRTED　TERMS

t3

PLERSE　κEY－IH’RBOtJE　NUt’18ER　（11一　）　OR　しEτTERS　．

FRAME　BACK：e6，　EHO：ee）　KEY　IH　？t3
（STEP　8RCIく：el一　，

第15図　シソーラス参照の実例一1

一ワードとの論理積検索となる。

　“13”を選択した時の実例が第15図であり，“NEOPL－

ASLS　METASTASIS”のシソーラスを参照，同義語・

上位語・下位語・関連語を表示している。ここで“13”を

選択すると，“LYMPHATIC　METASTASIS”につい

てシソーラスを参照し，上位語として　“NEOPLASMS

METASTASIS／／を表示することになる。（第16図）

　第16図で“91”を選択すると“LYMPHATIC　META一

STASIS”のワン・ターーム・サーチ，“g2／！では“LYM－

PHATIC　METASTASIS”とその上位語“NEOPLASM
METASTASIS”との論理和で検索できる。“93／！は下位

語との論理和“94”は同義語“95”は関連語との論理和

で，検索されることになる。第17図は“93”と指定した

場合の検索結果である。これらの過程を検索語に即して

図示したのが第18図で，もちろん右上のシソーラス参照

は省略可能となっている。
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S了εP　91：　PROGRAM　　　　工NFORMRTION　RETRIEリAL
srεP　B2：　F！しE　　　　　　blEDICgL　し1TERR丁URE
STEp　e3，　ENTRY　　　　　SU8JεC丁
STEP　O4：　KEYNORO　　　　tSEOPLASM　暦E丁ASTAS！S
STEP　O5・
一一一一一一一一一一一一 kYMPHA丁IC　ME了ASTASIS

　　　SUBJECT　1・　NEOPLASM　METASTASrS

TARGET　TERM：　LYMPHRTIC　METASTASrS
BP，ORDER　TERM：　t　t　　．NEOPLAShl　METASTASrS

　　　　　　　91　SERRCH　BY　THE　TPRGET　TERM
　　　　　　　92　SEAPCH　bt　l　TH　BROAOER　TERrvfS
　　　　　　　93　SERRCH　“ITH　NARPONER　TERMS
　　　　　　　94　　SE臼RC月　レJITH　SソfiCN了珂＄
　　　　　　　95　SEAPCH　NrTH　RELRTEO　TERMS

13

PLEAeE　｝iE7一工t；内三〔〕「FE　，lu何BEF～　（ユ1一　）　OR　LETTERS　．

F’F：RME　EIH且｝　 2弓、　ENこ〕　O臼）　　　　KEY　IH　？93

（STEP　B4iCK．；e1一　，

第16図　シソーラス参照の実例一2
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第17図　検索結果の表示

NEO1）1，，X．．S；IXf　］fET，ILS・’liASIS

N　1・）　O　P　1，　，一Is．　S　IN　f

NEOP　1，　，SL　，F；）N，f

l’　1［：O　1，L　，N　，S　．M

NEOP　1，　AS　Nf

NEOP　1．　，X．　SM　．S

NEOPL　，X　，flMS

NEOPL　AS　．N1　，9

1）　RO　TEIN　Lf；

IIECIJI’〈Rl・；N（）rl，　LOCiYL

RII（IRP一）SSION，，　SI）OIXkT1，i，NNEOI；S

TRANSPI，，NNTArl］iION

EXP　ER　IMjE　NT　AL

lv・1（J．LTIPLE　PPvl．N｛：X．RY

シソーラス拡張

シソ　ラス　エントリ

TT：NEOPLASM　MET！㌧9TA．・9　IS（主標目キーワード）

IJF：META、STtX　SIS　G司．幾キーワード）

BT：NEOPLAgMS　　（上｛立キーワード）

NT：　IAlfPI｛yPIC　MET、、9Tへ91S（下位キーワーード）

検索条件のキーーワードとする

　　検索レコード

LYMP，X．［llilC　“1ETtiL，STA，SIS

　に関する文献を出力する

第18図 シソーラス機能の動作

　　　　　　　IV．情報検索の進め方

　A・医学文献ファイル

　医学文献ファイルは，プログラムとして“INFORMA－

TION　RETRIEVAL”を，ファイルとして“MEDICAL

LITERATURE！！を選択することによりシステム・リL一

ド型の検索が可能となる。

　検索のステップは第19図の通りで，主題又は著者名か

らの検索を選択し，キーワードの頭の何文字かをキーイ

ンすると語幹のマッチしたキ・一ワードが，ファイル中の

件数と共にアルファベット順に表示される。ここでキーー

ワードを1語だけ選び，”COMBINE／！“SEARCH”“TH一
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ESAURUS”のいずれかの機i能を働かせることとなる。

論理積は，あらかじめ複数個のキーワードを選択してお

いて“SEARCH”する場合と，一度“SEARCH”した検

索済のサブ・ファイルのみを“SEARCH”して達成され

る場合の2通りが可能となっている。医学文献検索に於

けるこの様な流れが，他のファイルについても原則とな

っており，他のファイルではデータの性格を配慮したオ

プショナルな検索方法がそれぞれ準備されていたり，原

則に合わせやすい形のデータ構造が工夫されている。

　第20図の（1）～（4）は医学文献検索の実例画である。これ

を第19図の流れに沿って説明すると，（1）は‘検索項目の

選択’を，②は‘値の入力’で第10図で示されるようにキ

ーワードを選択するための導入語（entry　term）のキーー

インを，それぞれ示している。この結果，第12図，第14

図のようなステヅプを経て，場合によってはさらに第15

図，第16図のシソーラス機能のステップを経て，‘次のス

テップのコマンド選択’を指示する（3）が表示される。な

お，（3）は“NEOPLASMS／／とそれらの下位語，合計43

語の論理和による検索結果が77件であることも示してい

る。この図で“12’／をキーインすると再び‘値の入力’か

らのステップが繰り返され，（3）と類似した画面が表示さ

れる。ここで“11”をキーインすると（4）の表示のように

文献を知ることができる。

　B．医薬品ファイル

　医薬品ファイルでは，商品名・一般名・副作用・薬効・

適応症の5項目からの検索，凹型・色調・平面形・にお

い・味の組合せによる錠剤鑑別，が可能で，ファイル中

の項目が31個と非常に多いので，結果の表示について第

検索項H

　の選択

値の入力

キーワード
　リスト

からの選択

STEP　el；　Pf？OGiRAM　1NFO，P！ATrON　RETRrEUA．　L
STεP　e2零　FILE　　　　　　～唯εOIC臼L　LITE只自TURE

STEP　e3・　ENTRY
STEP　e4　t
STEP　E）5：
一一一一一・・一一一一一一一一一一一一 狽狽撃dBICRL　LITERATURE

　　　youR　cHorcE？

　　　　11　　SUBJEC丁
　　　　12　RUTHOR

L壁『撚丁灘興野即興…
（S了EP　BACiく＝31一　，

第20図　（1）

次のステップ

のコマンド

　　　選択

CQevlB　I　NE 　THI，1　S　AURUS

SEARCI－1

次のステップ

のコマンド

　　　＝選択

CCtN1B　I　Nnb，

DISPLAY

　ヨ　　　1

シソーラス

　機　　能

S　EiLXJRCI－1

結果内容

　の表示 1

一一・・ 謔P9図　医学文献検索の流れ

t［III　E・）SAI　JRUS

　マロリユヒ　　　　エ　ド　ア　　　ヨ　エをゆし

§謬器：昌鴇　　i麗i器U花鯨㎜ε
STEP　94：　KEYNORO
S丁Epe5；
騨一一一一一一一・rUBJECT

　　　PU三RSE　KEY－IN　RHY　ONE　TERt“t　OR　R　SE：了　OF　LE丁TERS，

　　　　ANt〕　THEN　PUSH　●・RETURN　I8　KEY璽

（EX）　　3柵1　YOU　闘酬T　TO　kHON　ABOUT　NcoMnU’「ERS　：N　P皓工〕ICIHti
　　　PLEASE　KEYd－INI　（BEH　rHO　n？”　）

　　　　KEY－IN？coMPUT

Pf」三AS｛il　fr：E一：Y一：N　RSOUE　鰹UMBER　（11・一　）　OR　LET丁ERS　⊆

FRRiE　B鰍9麟5，臼坦：e8）　　　kεY　IH？NEGPLAS伺

第20図　（2）

（［’　一里」
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STEP　e1：　PROGRAM　　　　IトIFORMATION　R∈TRIEURL
STEP　92’　FILE　　　　　　MEDICRL　LI丁ERATURE

STEP　e3：　ENTRY　SUBJECT
STEP　64：　KEYNORD　NEOPLRSMS
STEP　e5：
一一一一b一一一一一一一一一 rEARCH　NITH　NARRONER　TERMS

　　　SUBJECT　1：　HEOPLASMS

　　　SEARCH　RESUしT；　RETRIEUED　RECOF～D　＝　　　　77

　　　YOUR　NEXT　STEP？

　　　　tt　D！SPLAY　RETRIEUED　RECORO
　　　　12　　COMBINE　図ITH　∩NOTHER　丁ER卜1

（NT）　tp’7

PtbEF）SE　KEY一：H　ASOUE　NUMeER　（11一　）　OR　LETTERS　！　（STEP　BRCK：el一　，
FRs　WSE　BACK：86，　EHO：eg）　KEY　IH　？12

STEP　9い
STEP　ee：　F　I　LE

STεpe3匿
STEP　B4　t

S了Epe5t

第20図　（3）

第4表医薬品ファイルのデータ・グループ

　　　　　　HEOPLASMS　（HT）　9？　　SUBJECT　l　t
　　s’UgjE6t　2：　S’？OisAcR　rkEopLsaEMs　“
　1　clT－No　eeeeessg　　HtLE’V　i｝ig’UACbE　oF’r．EL　rAcoG？，apHy　IH－i；He　o　lsmuo61s　oF　sToHAcH
　　　　　　CAHCER　METR8rvR＄工S　「「O　T｝葺三　LIり｛三R

　　　　　　　eeee6
　　LAHG　RUS　　JOURHL　SOU　MED
　　PAGE　35，121－4
　　YEAR　　　　　　　卜｛OU　72

　　RUTHOR　MAHNANOU　rS
　　　　　　ANnROSOU　NM
　　　　　　TSY8　RF
　　SUBJC’「　　　　ADUL丁

　　　　　　AGED
　　　　　　ANGIOGRAPトrv
　　　　　　CELI臼C　∩RTEF～Y
　　　　　　EHGLI＄H　ABSTRACT
　　　　　　FE門臼LE
　　　　　　HUMR卜l
　　　　　　L王UE二R　NEOPLA3M＄
　　　　　　MALE
　　　　　　MIDOLE　RGE
　　　　　　卜｛EOPLA＄珂　META＄TRSエS
　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一一一一£rJNTrFVEIbGi　07　一一一一一一
PLEASE　KEY一1H倉BOU三　卜IUi桜3ER　（11一　）　CR　LE「「1ERS　l　　（SτEP　【鵜K　I　OI－　J
FRS　SiE　8ACiく：θ6，　ε丼臼；6e）　　　　KEY　IH　？7

1．DRUG　NAMES　　　　　　　　　　　（名　　称）

　　　商品名，一般名，登録番号，略称，化学名，会社

　　　コード，会社名

2．　PREPARATION　AND　PHARMACOLOGICAL
　　ASPECT　　　　　　　　　　　　（製剤学的事項）

　　　包装と価格，平面形，側面形コード，割線コード，

　　　色コード，味，におい，温度，遮光，容器，貯蔵，

　　　錠剤型，期限，貯蔵法と：量

3．EFFECT　　　　　　　　　　　　　　（作　　用）

　　　作用，適応症

4．ADVERSE－REACTION　　　　　　　（副作用）

　　　副作用

5．DRUG　INTERACTION　　　　　　　（相互作用）

　　　注意，相互作用

6．REFERENCE　　　　　　　　　　　（参考文献）

　　　文　献

7．　ALL

　　　L記1～6のすべての項目を表示します。

第20図　（4）

4表の様な7種類の選択をも可能としている。またこの

ファイルだけはカナ文字を使用している為，カナ入力に

関して特別の配慮を加えてある。これら全般の流れを第

21図に図示する。

　商品名または一一般名からは，薬品名の頭文字を画面上

から選択し，その頭文字を持つ薬品名のリストから該当

するものを選び，出力して欲しいデータを指定する，と

いう流れとなる。第22図では“ダルパン”という商品名

の薬についてファイル中の全データを表示している。

　副作用・薬効・適応症については，WHOの副作用用

語その他，拡張MeSH中に含まれる用語によリシソー

ラスを使用した検索が可能となっている。

　錠剤鑑別は，どの様なものかわからない薬品について，

その成分その他，様々な情報を得る為の検索で，三型・

色・平面形・にお、、・・味の順で組合せて行なわれる。剤

型や色等はすべて既存のコードで表現されているので検

索時にコード・ブックを必要とする。

C．　音劇灸例ファイル

　剖検例検索の1つの特徴は，コード入力による検索で

あり，その他，検索項目によっては全データを画面に表

示し必要なデータを選択するタイプがあること，検索項

目の選択に2レベルあること，検索結果表示も最初に年

令・性別・病院名・主病院等1部のデータだけが出力さ

れ検索者の指示によってサマリーが出力されること等も

文献検索とは異なる。全体の流れは第23図の通り・

　臨床診断と剖検診断の中の主病変・副病変死因はそれ

ぞれ疾病1・2と病因・作用に分かれ，それぞれ定められ

たコード，あるいはコードの組合せによる2～8桁で検

索する。患者の識別については，患者死亡時の年令と性

に分かれ，それぞれファイル中の全データが選択肢番号

と共に表示され，その中から選択することになっている，

また，任意の言葉からSNOPコードが発見できる機能

もある程度持っている。論理積は別々の項目の間でも可

能である。

　第24図は検索の1例で，臨床診断の疾病1をSNOPコ

ードの“05009643（細網肉腫）”で検索し，ヒヅトした13件

の中の1件についてサマリーが表示されたものである。
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検索二日

　　の選択

錠剤鑑別

商品名

一般名

頭文字選択

キーワード
リストから

　の選択

nm　F用　薬効分類

適応症

値　入　力

キーワード

リストからの

　　　選択

グループ名

　の選択

結果内容

の表示

錠剤型選択

㊧ここで
　rlHESA（JRUs9
　の使用が可能

　　CCMB　IIiF，　tr　L

　薬効分類と適ら

色調選択

タイトル名

　の選択

第21図　医薬品検索の流れ
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第22図　医薬品検索の実例
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検索項Hの
選択

（2レベルある）

患者の識別
その他

SNOP　コード

の入力

処置

値（文字）

の入力

剖検診断
　（コトパ）

値（文字）

　の入力

値リストから

　　　の選択

コトバとコー
ドとの対応表

　出　力

次のステップ

のコマンド

　　　　選択

ANOT｝一E

TERM

CaMB　I　NE 　　11HE　SA（JIUJS

SEARCII

次のステップ

のコマンド

　　　　選択

　他の語か

他のENTRY
　　か

ooMB　I　NE
DISPIAY

タ　イ　ト　ル

　表示

シソーラス

　　機’能

SE　ARCH Tl－IES　AURUS

ANOrl｝lISR　CATE（一D　RY

第23図

騰示！

剖検例検索の流れ
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　　　14　　729188　（22　YRS　OLO，　　　MAU≡　　）　　NA丁10NAL　C《，・！CεR　CEI｛TER

　　　　　　　　　　　　　　　OEPT．IHTERNg：L　t‘EOICIHE
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第24図　剖検例検索の実例
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険索項日の

　　　2レベル選択（　　　　　　　）
　　　のものあb

（注）　1、ARORATORY　F　I　ND　I　N　GS　　TREArl｝yff，INT，

　　REFERED　SIJB，9T，IVNCESの3項目が，

　　1レベルで，その他は2レベル（2回選択）
　　です。

値の入力

PAT　I　FINT　rlk　AGF，，　P　AT　I　fr；NrlllS　S　It．TX，

IbgPIT，Y，　iNthff］，　I　IOSPITtV，

ADDRES　S，　DEiPARrlXff一］Nrr　OR

DIVISIon’，　AIMIOR

の6項目選択の場合のみ無条件値リ
スト表を出力します。

キーワードリ

ストからの

　　　　選択

次のステップ

のコマンド
　　　　選択

ANンTHER
TERLNI

coA　［B　INE T1工ESAURτ又∋

SEARCII

次のステップ

のコマンド

　　　　選択

　他の語か
他のエントリ

　　　か

Corff［］INrE

ンソーラス

　　の機能

DISPLAY

タイ　トルの

表　示

ANOTI　｛E　R　C　AIiEGO　RY

サマリー結果

の内容表示

　　　＿ユ
，SIEAJi；UZX｛

第25図

TI［，］，9AIJRIJS

症例検索の流れ
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第26図　症例検索の実例
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　D．症例ファイル

　症例検索に於いては，これまで紹介してきた別のファ

イル検索で使われている機能以上に特別なソフトウェア

は無い。第25図でわかる通り医学文献検索と異なるの

は，検索項目の選択が2レベルの場合があること，頭文

字のキーイン無しで無条件にキーワード・リストが表示

される項目のあること，他の項目との論理積が可能な事，

検索結果が2段階になっている事，の4点である。

　第26図によると，STEP　O3のラインで“SIGNS＆

SYMPTOMS／／と“NEUROLOGICA：L”によって2段

表種の

　表　　示

表種リスト選択
（JSE　THESALRUS

値の入力

キーワード

リストから

の　選　択

階の検索項目選択を示しており，“12”と“13”によって

同じ項目同志の論理積と他項目との論理積の選択がある

事を示している。

E・医療関連統計ファイル

　このファイルを検索して得られる出力は統計表であ

り，統計データそのものでは無い。その為，ソフトウェア

としても演算機能を有するものではなく，限られた数の

統計表を容易に検索でき得る手段をも備えた，文献検索

ソフトウェアといえる。それら全般の模様は第27図の通

りで，シソーラスを使う方法と使わない方法，の2通り

があり，結果として，統計表名リスト出力，統計表出力

の2段階がある。

　第28図はシソーラスを使用する文献検索的な検索の1

例で，キーインした“PH〃と一致するキーワードの中か

らシソーラスを参照することなく“PHYSICIANS／／を

選択，検索し，表名リストの中から県別の医療従事者に

関する統計表を得たものである。このファイルの場合，

STEP　O5は不要のため省略し，統計表の表示の際には

さらに上方，モニターラインの点線をも，便宜的に省略

している。

　もう1種類の検索方法は，ファイル中のレコード数が9

限られているために可能な方法で，表種を指定すると画

面ひごは該当する統計表のリストが無条件に出てくる。

次のステップ

のコマン・ド

　　　選択

COMBINE SE，t，yRCH　THES‘41JRIJS

のステップ●

コマンド

　　選択

COMBINE DISPLAY

男名リスト

　　の表示

シソーラス

　　の機能

SEARCH　THESAURUS
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14　K創・槍。角レ伯

15MIIG臼了A

表回

　INFORMRTrON　PETPIEUAL
　MEOICAL　STRTISTICS　（丁ABしE）
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第27図　医療関連総計検索の流れ
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第28図　医療関連統計検索の実例

V．モデル・シソーラスの評価実験

　わが国の医療情報システムの将来像が未だ研究段階に

あり，医学・医療用語の未整備，医学・医療分野の主要

な概念の体系的な関連付けが不十分，といった環境の中
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で医療情報システムのためのシソーラスについて研究開

発を進めてきた（財）医療情報システム開発センターの医

学用語コード及びシソーラス開発研究班（津田良成班長）

では，本格的なシソーラスの開発を前に「モデル・シソ

ーラス」を作成し，実験を行なう事を立案した。

　モデル・シソーラスの作成は，

　（1）基本シソーラス開発の作業量を算定する。

　（2）基本シソーラス開発のためのデータ・ファイルを

　　準備する。

　（3）用語の使用実態を把握する。

　（4）技術的な問題を明確にする。

　（5）シソーラス管理システム開発の予備作業を行な

　　う。

等を目的としており，以下の点を期待して実験を設定

したものである。ここで紹介したソフトウェアもこの実

験を目的として既存のものを改造したものであり，実験

は昭和50年12月10日より，同班の「モデル・シソーラス，

及びICD自動コーディングの評価実験（立沢寧主任研究

員）」として（財）医療情報システム開発センターのメデ

ィス・ルームを中心に実行に移された。

　（1）シソーラスの機能を，医療従事者，医療関係者に

　　示すことにより，関心を喚起するとともに，シソー

　　ラスの研究・開発の必要性について十分な認識を得

　　る。

　（2）提示されたシソーラスに対して，ニード・ソフト

　　ウェア・ハードウェアの面からの十分なフィード・

　　バックを得る。

　（3）提示されたシソーラスについて，利用方法のパタ

　　ーンを知るとともに，新たな利用方法を発見するた

　　めの手がかりとする。

　（4）シソーラス機能をより明確にするためにデータ・

　　ファイルとシソーラスの関連づけを明らかにしてゆ

　　く。

　（5）標準化への動向を換起してゆく。

　A．目的と意義

　シソーラスの開発を進めるに当っては，その目的につ

いて関係者（特にユーザー）間での十分な合意を必要とす

る。シソーラスを単に検索機能のみから考えるにとどま

らず，医療情報システムの中で適正に位置づけて，効率

的に作成してゆく方法を検討するため，研究班は，各種

のモデル・シソーラスを作成し，またその機能を評価す

るための実験用システムを作成した。これらを利用して

評価実験を行ない，次のような具体的目的にそって情報

を収集し，医療情報システムにおけるシソーラス研究開

発のワーク・デザインをより適正なものに改善する等，

今後の作業推進に役立てることをめざした。

（1）

（2）

（3）

（4）

シソーラスの概念に関する考え方の幅について

シソーラスの機能に関する期待について

シソーラスの構造に関する考え方について

シソーラスの質的・量的な範囲に関する考え方に

　　ついて

　（5）シソーラスの機能する場に関する考え方について

　（6）シソーラスの機能する環境に関する考え方につい

　　て

　（7）シソーラスに要求される専門性の程度に関する考

　　え方について

　B・概　要

　実験は，前章までに述べてきたソフトウェアとデータ・

ファイルにより，通信回線を介してコンピュータ・セン

ターと結んだDDS　250型ディスプレイ端末装置（ハード

コピー装置付）を2台，実験会場にセットし，パネル，各

種のパンフレット類：を説明資料とし，実験当日は常時2

名以上の説明員を配置すると共に，別室インタビュー・

ルームにもアンケートを回収したりするインタビュアを

配置した。

　一方，任意にリスト・アップした専門家・専門機関約200

に評価を依頼し，案内書を郵送しておき，当日会場で任

意に端末を操作し，続けてインタビュー・ルームでアン

ケート用紙を使用してインタビューを行なった。

　C．結　果

　正味10日間の期間中，実験への参加者は200名を超え，

アンケートは94通ほどが回収された。参加者の内訳は，

医師・図書館員が各23％と最も多く，これに薬剤師が続

き，年令的には40代（29％），20代（27％），30代（26％）の

順であった。

　アンケートの質問内容，集計結果については，参考文

献4）に詳しいので省略するが，2週間に渡る実験は無事

終了し，この種の研究の必要性，シソーラスの機能やシ

ステムの理解度，システムの応答時間等については好ま

しい結果が出ており，入力方式・1画面中の情報量・検

索のプPtセス等についても受入れられそうな結果であっ

た。

　また，アンケート項目には無かったが，参加者の声と

して，もはや研究開発や実験の段階でなく実用化の時で

はないか，といった意見，いつ頃日本でも，この種の情

報サービスが始まるのか，といった質問等が多く，ユー
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ザーに受入れやすい情報検索システム設計の必要性が確

認された。

　個別的な問題点として，シソーラスとICDはつなが

らないのか，といった要望，文献検索時に“cancer”でシ

ステムから拒否されたり，統計で“pain”と“headache”

がつながっていなかった，等の不満，漢字が使えると良

い，といった希望が，インタビューの段階で出ていた。

VI．おわりに

　1年間に渡ってシステムの設計，試行，使用状況の観

察をしてきた筆者等の感想，考えを以下に列挙してみる。

①ソフトウェアの能力

　今回のソフトウェアは既存のものを改造したもので，

その期間も半年に満たない位であった。多くの機能を付

加し，データの特性に従ってそれぞれ別々の使い方が可

能ならしめる改造がなされた事は情報検索実用化の明る

いきざしであると考えられる。情報要求の多様性は言う

までもなく，情報検索のパターンも様々である。それら

に答えられるソフトウェアは実際に使われている中で完

成してゆくものであり，使われる為には，ユーザーにマ

ッチしたものでなくてはならない。その点，今回の半年

間の作業で数種類のユーザーの満足を得られる様，既存

のソフトウェアを改造できた事の意義は大きい。

②ソフトウェアの限界

　反面，既存のソフトウェアを利用したため不本意に終

った箇所もある。いずれもバッチのデータ・ベース作成

に関わる部分で，今回の改造対象から外した部分である。

今回の場合，データ・ファイル作成の段階で手を加えた

ためにカバーされている部分もあるが，将来的には多種

多様のデータ多種多様の検索に耐えられるかどうかがソ

フトウェアの大きなポイントとなろう。

③　シソーラスの考え方

　シソーラスを件名標目表の様な物としてのみとらえる

ことは無理があり，“機能する何か！！として動的にとら

える必要がある。動的という意味はシソーラスのメイン

テナンスのみを意味するものでない。このシステムでは

第21図の（7）から（8）への様に，参照しているシソーラスが

自動的に機能して検索する様に，少なくとも利用者には

感じられよう。機械検索に於けるシソーラスは参照する

対象では無いと思われる。

④　統計用語の難しさ

　医療関連統計は本来，データ検索の対象として考えら

れるものである。しかし今回，統計表の検索にとどめた

理由は，統計用語の扱いにくさからである。医療従事者

とか医療関係者と呼んでも，その概念は統計書によって

まちまちで，様々な形に細分されている。

　この問題は，目的別に作られたシソーラス同志を結ぶ

事を考えると難問である。しかし何らかの形で技術的

に，便宜上の解決を図る必要があろう。

⑤　言語の問題

　今回医薬品の名称を除いてはすべてローマ字，英語と

した。その理由としては端末装置の問題もあるが，その

他，入力の問題，文字数と見やすさの問題，アブリビエ

ーションの問題を考え合わせた結果である。アンケート

の集計結果からはあまり問題とされていない様である

が，他方，漢字表示の希望も出ており，多少の疑問を残

している。同時に，特に統計用語の様な制度と関係した

言葉の英訳は困難と危険性が伴なう。

⑥シソーラスの範囲

　MeSHでは“cancer／／を使わず，“NEOPLASMS”を

使用する。今回使ったソフトウェアでは基本的に，シソ

ーラス・ファイル中の語はすべて索引語として使われて

いる，という前提であったため，see参照は処理できな

かった。

　実用に耐える情報検索ソフトウェアは，このシステム

も含めて，様々なユーザーの要求，多様なレベルでの利

用によって始めてできるものと考えられる。1つのシス

テムだけでは“慣れ”の要因から評価は難しくなるため，

システムが乱立し，ユーザーが好みのものを選択できる

様な環境こそ，情報検索システムの向上には必要であろ

う。今回の実験がその様な意味で多少なりとも貢献しえ

たのではないかと信じてやまない。最後にこの様な機会

を与えて下さった（財）医療情報システム開発センター，

津田班長，立沢主任研究員に感謝致します。
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